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スポーツの秋・・・。 「待ってた待ってた運動会、かけっこだって負けないぞ」。さわやかな晴天の下、 市

内各地の保育園では 9月下旬に運動会が盛んに行われました。競技が始まると、家族の声援を受けな

がら、園児たちは「綱引き」や「クラス対抗リレー」などに力いっぱいがんばりました。ま た豊殿保

育園では、園児たちによる創作リズム・かぶ と虫(=写真)が行われ、伸ぴ伸びとした表情が印象的

でした。

市民と市長の日

「市民と市長の日」を 11月 1日出午前9

時から正午まで、市役所 3階市長室で行い

ます。

主な内容

魅力あふれる公園に-----.---...............2・3ページ

市税の完納にご協力を....……一..一一..・・・・・・ 4ページ

納税標語入選35点決まる ........................5ページ

建築あ・れ・こ・れ............................6・7ページ

カメラレポ・・・・................................8・9ページ

お知 ら せ・・・・ ・ ・・・・・・・・・・・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・ ・ ・・・・・・・ ・・・ 1O~12ページ

E下五白

賀組加 F

4八七 1

農地問題相談

11月 1日出・午前 8時30分一正午

11月10日(月)・午前 9時 一午後5時

市 役 所 2階農業委員会事務局

き

ところ

と



今年度は

チビッコ広場を

市
民
の
森
公
園

市
内
芳
田
の
「
市
民
の
森
公
園
」

で
は
、
チ
ビ
ッ
コ
広
場
の
建
設
が
来

春
の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
建
設
費
は
約

一
億
二
千
万

円
、
子
供
た
ち
に
か
官
険
ご
っ
こ
。

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
自
然
の

地
形
を
生
か
し
な
が
ら
小
山
や
ト
ン

ネ
ル
、
す
り
鉢
形
の
砂
場
な
ど
を
造

り
ま
す
。

広
場
は
、
わ
し
ば
山
荘
前
の
旧
グ

ラ
ウ
ン
ド
(
面
積
約
九
千
五
百
平
方

υ
川
)
に
建
設
し
ま
す
が
、
直
径
十
日

の
ネ
ッ
ト
遊
具
に
よ
る
か
ク
モ
の
巣
。

を
二
か
所
、
深
さ
三
口
の
底
を
砂
場

に
し
て
斜
面
を
滑
り
降
り
る
か
ア
リ

地
獄
。
を

一
か
所
設
け
、
こ
れ
ら
を

「
ク
モ
と
ア
リ
の
砦
一
と
呼
ぶ
よ
う

市
内
で
は
現
在
、
四
つ
の
公
園
を
整
備
す
る
事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
う
ち
「
上
田
公
園
」
に

や
ぐ
ら

あ
る
上
田
城
・
北
櫓
の
改
修
工
事
が
ほ
ぼ
終
り
、
三
つ

の
櫓
す
べ
て
が
江
戸
時
代
の
姿
に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

「
市
民
の
森
公
園
」
で
は
、
今
年
度
チ
ピ
ツ
コ
広
場
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
「
別
所
温
泉
森
林
公
園
」
で

は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど
の
建
設
工
事
が

始
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
年
計
画
で
進
め
ら
れ
て
き

た
「
長
池
公
園
」
は
、
上
回
創
造
館
の
東
隣
り
に
来
春

完
成
す
る
予
定
で
す
。

戸第 968号58号、

来
春
ま
で
に

に
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
芝
生
の
小
山
を
三
か

所
造
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
小
山
に

は
ト
ン
ネ
ル
を
幾
つ
も
設
け
、
子
供

た
ち
が
ト
ン
ネ
ル
で
も
遊
べ
る
よ
う

に
し
ま
す
。
ま
た
、
広
場
に
は
芝
生

の
観
覧
席
で
野
外
演
奏
を
楽
し
め
る

野
外
ス
デ
|
ジ
も
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
「
市
民
の
森
公
園
」
を
年

聞
を
通
じ
て
楽
し
め
る
公
園
に
し
よ

う
と
、
昭
和
五
十
八
年
度
か
ら
五
年

計
画
で
整
備
事
業
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
は
四
年
目
に
あ
た
り
ま
す
。

す
で
に
、
五
十
八
年
度
に
は
全
天

候
型
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
四
面
、
五
十

九
年
度
に
は
野
球
や
サ

ッ
カ
ー
な
ど

が
で
き
る
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
六

十
年
度
は
パ
イ
ピ
ン
グ
リ
ン
ク
に
よ

る
本
格
的
な
ス
ケ
ー
ト
場
と
百
六
十

台
収
容
の
駐
車
場
を
建
設
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
チ
ピ

ッ
コ
広
場
の
ほ
か
、

シ
ー
ズ
ン
オ
フ
を
活
用
す
る
た
め
ス

ケ
ー
ト
場
に
ゴ

l
カ
|
ト
を
導
入
し

ま
し
た
。
来
年
度
は
、
体
育
館
と
遊

歩
道
を
建
設
し
て
整
備
事
業
を
終
了

す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

-

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

バ
ン
ガ
ロ
ー
を
建
設

別
所
温
泉
森
林
公
園

「
別
所
温
泉
森
林
公
園
」
は
標
高

八
百
口
余
、
別
所
温
泉
か
ら
車
で
約

十
分
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
現
在

は
、
面
積
二
十
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
中

に
、
観
光
ク
リ
園
・
キ
ノ
コ
園
、
キ
ャ

ン
プ
場
、
宿
泊
の
で
き
る
森
林
総
合

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
あ
り
、
近
年
は
森

林
浴
ブ

l
ム
も
手
伝
っ
て
年
々
訪
れ

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
は
「
さ
ら
に
魅
力
あ
る
公
園
に
」

と
、
国
の
新
林
業
構
造
改
善
事
業
を

導
入
し
て
、
今
年
度
中
に
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
二
面
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

一

面
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
五
棟
、
遊
歩
道
を

建
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
工
事
が
九
月
下
旬
か
ら
始
ま
り

・ま
し
た
。

』
年
々
訪
れ
る
人
が
楢
唱
え
て
い
る

』

刷
刈

Em司
岨
由
摂
取
稼
叫
体

A
U『
園
町



一
年
々
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
る

』『
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協
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謙
叫
岨
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来
春
ま
で
に

す
や

長

池

公

園

市
内
合
升
の
長
池
跡
地
で
は
「
長

池
公
同
」
の
献
血
備
事
業
が
、
来
春
の

完
成
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
長
池
公
凶
は
、
昭
和
五
十
九
年

度
か
ら
い
ハ
十

e

年
度
ま
で
の
三
年
計

州
で
、
総
事
業
費
は
約

-

a

億
円
、
面

制
は
約

一
・
一二

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
ま

す
。ま

ず
、
五
十
九
年
度
は
、
滑
り
台

や
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
が
備
わ
っ

た
プ
レ
イ
ロ
ッ
ド
、
ゲ
ー
ト
ポ
ー
ル

場
を
整
備
。
六
十
年
度
は
、
休
憩
な

ど
に
利
則
で
き
る
修
長
施
設
を
は
じ

め
、
滝
や
川
の
流
れ
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
最
後
の
A
7
年
度
は
、
芝
生
広

場
の
整
備
を
ほ
ぼ
終
了
さ
せ
て
お
り

弘
り
の
あ
ず
ま
同
と
公
闘
周
同
の
植

持
を
米
作
ま
で
に
完
成
さ
せ
る
予
定

で
す
。

長
池
公
刷
は
、
市
街
地
か
ら
南
西

約-一
-キ
ロ
灯
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
周

辺
は
故
近
、
商
業
地
域
化
、
市
街
地

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
公
園
の
西
隣

だえーー(3)一一一一II({有161{1'-10J J 1611 広報う

て
完
成

り
に
は
、
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
田

創
造
館
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
園
が
完

成
す
れ
ば
近
隣
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、

上
田
創
造
館
に
集
ま
る
人
々
に
も
手

軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

上回創造館の東側に建設中の

「長池公園」は来春完成の予定

(写真はプレイロッドで遊ぶ子供たち)

上田城三櫓
上回 公 園

江戸時代の姿に市
が
、
昨
年
秋
か
ら
行
っ
て
き
た

上
田
城
北
櫓
(
や
ぐ
ら
)
の
改
修
工

事
が
ほ
ぼ
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
六
年

計
画
で
進
め
て
き
た
上
田
城
の
三
櫓

(
西
・
南
・
北
櫓
)
の
改
修
工
事
は

す
べ
て
終
わ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

北
櫓
は
、
南
櫓
と
と
も
に
明
治
維

新
後
は
民
間
へ
払
い
下
げ
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
市
民
有
志
が
買
い
も
ど

し
て
戦
後
ま
も
な
く
現
在
地
に
復
元

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年
は
屋
根

が
わ
ら
の
並
び
が
乱
れ
た
り
、
壁
が

崩
れ
落
ち
る
な
ど
傷
み
が
目
立
っ
て

い
ま
し
た
。

北
櫓
の
改
修
工
事
は
、
市
が
国
、

県
の
補
助
を
得
て
総
工
費
約
五
千
二

百
万
円
を
か
け
、
屋
根
が
わ
ら
の
ふ

き
替
え
や
壁
の
塗
り
替
え
を
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
鉄
砲
狭
間
や
木
連
格

子
な
ど
も
西
・
南
櫓
に
な
ら
っ
て
取

り
付
け
ら
れ
、
江
戸
時
代
初
期
の
姿

に
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
上
田
城
三
櫓
は
長
野
県
宝

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

三
櫓
の
改
修
工
事
が
ほ
ぼ
終
了
し
た

こ
と
か
ら
、
今
後
は
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
る
よ
う
文
化
庁
へ
申

請
す
る
予
定
で
す
。
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市税の完納に-o
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nv 

収
納
率

ω

年度別市税等収納率と滞納額

市税E3同保W!JA
3!!. 
円

ご協力を.ノ

/市職員による訪問徴収を実施ア

市では、市税等の収納率(課税した額

に対して納付される額の割合)が近年、

低下傾向を示すなかで、その歯止め策

として「滞納整理特別対策本部J (本部

長に市長)を設置しました。これは、11

月中を‘特別強化月間」として、全庁的

体制で市内全域にわたり職員が滞納者

宅を訪問します。そして、市税等の未納

解消を目指すため事情などをお聞きし

ながら滞納整理を実施するものです。

住
み
よ
い
社
会
を
築
く
た
め
に

市
税
は

よ
り
住
み

90 よ

ネ土
メL
:z::: 

や

よ
り
多
く
の
市
民
が
幸
せ
に
暮
ら
せ

る
社
会
を
築
く
た
め
の
も
の
で
す
。

道
路
や
下
水
道
の
建
設
、
学
校
の
新

改
築
、
社
会
教
育
施
設
の
充
実
、
ご

み
・
し
尿
処
理
な
ど
生
活
環
境
の
整

備
、
福
祉
施
策
の
実
現
、
商
工
業
や

農
業
な
ど
の
産
業
振
興
な
ど
市
民
が

安
心
し
て
生
活
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
る
の
も
、

一
人
ひ
と
り
が
納
め
て

い
た
だ
く
税
金
が
集
ま
っ
て
多
額
な

お
金
と
な
り
使
う
こ
と
が
で
き
る
か

ら
で
す
。

図
表
で
み
る
と
お
り
、
現
在
の
状

態
で
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
と
も

こ
の
ま
ま
低
落
傾
向
が
推
移
し
ま
す

と
、
市
が
計
画
し
て
い
る
事
業
の
自

2.5億

95 田市

保 税
税 滞

滞 納
刷額
額

l.51f: ~ 1>ー
一_L'可

収納率

lf意j89.07% 

2億

主
財
源
が
確
保
さ
れ
な
い
ば
か
り
か
、

行
政
全
般
に
大
き
な
影
響
が
生
じ
ま

す
。
特
に
国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い

て
は
、

一
般
市
税
と
比
較
し
て
み
て

も
、
年
々
収
納
の
下
降
状
態
は
著
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置

し
た
場
合
、
国
保
財
政
は
苦
し
く
な

り
税
負
担
の
増
大
と
な
る
ほ
か
、
税

の
負
担
の
公
平
と
い
う
面
か
ら
み
て

も
大
き
な
問
題
で
す
。

一
人
で
も
か
な
わ
ぬ
夢
を

税
金
で

(
中
学
生
納
税
標
語
)

い
ろ
い
ろ
な
事
情
で
、
つ
い
納
め

忘
れ
に
な
っ
て
い
る
人
も
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
自
主
納

税
計
画
を
検
討
さ
れ
、
市
税
な
ど
の

完
納
に
ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
や
む
を
得

ず
差
押
え
な
ど
滞
納
処
分
も
あ
り
得

ま
す
の
で
充
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

特
別
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
納
税

の
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
早
め
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
/

収
税
課
収
税
係
宮
⑫
4
1
0
0

内
線

2
4
3
・
2
4
4

納
税
を
忘
れ
な
い
た
め
に
ノ

市
内
の
金
融
機
関
に
口
座
を
お
持

ち
の
方
は
、
口
座
振
替
に
よ
り
税
金

上
小
地
方
事
務
所
長
賞

マ

く
り
み
ん
な
の
税
が
っ
く
り

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

つ
ど
、
市
役
所
や
銀
行
な
ど
へ
出
向

く
必
要
が
な
く
、
忙
し
い
人
や
不
在

が
ち
な
人
に
便
利
で
す
。
納
税
通
知

書
と
印
か
ん
を
も
っ
て
、
お
近
く
の

金
融
機
関
で
手
続
き
を
す
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
お
近
く
に
納
税
組
合
が
あ

る
場
合
は
、
地
区
の
納
税
組
合
長
に

申
し
出
ま
す
と
、
そ
の
月
か
ら
納
付

取
り
扱
い
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

収
税
課
管
理
係
へ

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
4
1

電
話
の
公
売

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、

上
田
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入

権
の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

と
き
・
:
十
月
三
十

一
日
働
・
午
前

九
時
三
十
分
(
受
付
は
午
前
九
時

か
ら
九
時
三
十
分
)

と
こ
ろ
・
:
市
役
所
南
庁
舎
五
階
会

議
室

方
法
・
:
競
争
入
札

台
数
・
:
当
日
決
定

公
売
公
告
の
場
所
・
:
市
役
所
、
豊
殿
・

塩
田
・
川
西
の
各
支
所
、
上
国
税

務
署
、
上
小
地
方
事
務
所

問
い
合
わ
せ
:
・
収
税
課
収
税
係
(
告

⑫
4
1
0
0
内
線
2
4
3
)
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入
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作
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ま
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中学 3年生が対象

校長先生から賞状を受ける入選者

(川西中学校で)

の
入
選
者
が
決
ま
り
賞
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
納
税
標
語
は
、
中
学
三
年
生

に
社
会
学
習
の

一
環
と
し
て
、
日
常

生
活
の
中
か
ら
税
金
の
意
義
を
知
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
納
税
者
の

意
識
も
高
め
よ
う
と
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

入
選
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

上
国
税
務
署
長
賞

マ
税
金
を
き
ち
ん
と
お
さ
め
て
良
い

社

会

佐

藤

智

美

(

一
中
)

マ
税
金
を
お
さ
め
て
つ
く
ろ
う
明
る

い
未
来
村
田
優
希
子

(二
中
)

マ
税
金
を
き
ち
ん
と
納
め
て
明
る
い

社

会

藤

田

佳

子

(

三
中
)

マ
税
金
は
日
本
を
動
か
す
エ
ネ
ル
ギ

ー

武

重

泰

子

(

四

中

)

マ
税
金
の
義
務
を
果
た
し
て
明
る
い

家
庭

深

井

泉

美

(

五

中

)

マ
税
金
で
ゆ
た
か
な
あ
す
の
国
づ
く

り

松

沢

典

行

(

塩

田

中

)

マ
納
税
で
ゆ
た
か
な
社
会
と
明
る
い

未
来
水
沢
知
加
(
川
西
中
)

上
田
市
、
上
田
税
務
署
、
上
小
地
と
こ
ろ
、
千
百
三
十
七
点
に
の
ぼ
る

方
事
務
所
が
、
市
内
中
学
三
年
生
を

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

対
象
に

「
納
税
標
語
」
を
募
集
し
た

慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、

三
十
五
名

一

選

挙

管

理

委

員

に

め

、

同

補

充

員
の
田
中
豊
き
ん
が
一

一

田

中

さ

ん

同

二
十

一
日
付
で
選
挙
管
理
委
員
に
一

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

一

一

選
挙
管
理
委
員
の
森
山

潔
さ

ん

田

中

豊
さ
ん

l
六
十
五
歳
、
西
脇
。
一

一が、

九
月
二
十
日
に
死
亡
さ
れ
た
た
元
上
田
教
育
事
務
所
教
職
員
課
長
。
一

t: え一(5)ー一一一日目和61年10月16日 広報う

市
内
の
金
融
機
関
に
口
座
を
お
持

ち
の
方
は
、

口
座
振
替
に
よ
り
税
金

上
小
地
方
事
務
所
長
賞

マ
街
づ
く
り
み
ん
な
の
税
が
っ
く
り

だ

す

山

辺

ま

ゆ

み

(

一
中
)

マ
税
金
を
納
め
る
心
に
人
の
愛

滝

沢

香

(

二
中
)

マ
税
金
は
豊
か
な
社
会
を
つ
く
る
た

め

唐

沢

昌

子

(

三
中
)

マ
ぜ
い
き
ん
で
す
み
よ
い
み
ん
な
の

町
づ
く
り
我
山
正
高
(
四
中
)

マ
税
金
は
自
分
の
身
近
に
生
き
て
い

る

成

沢

麻

里

(

五

中

)

マ
税
金
は
明
る
い
社
会
を
築
く
も
と

辰
野
悦
子
(
塩
田
中
)

マ
税
金
で
夢
と
理
想
に
あ
ゆ
み
よ
る

成
沢
通
昭
(
川
西
中
)

上
岡
市
長
賞

〈
一
中
〉
春
原
英
子
、
矢
島
史
都
、

関

琴

美

〈
ニ
中
〉
中
沢
貴
彦
、
田
中
進
、

中
村
雅
宣

〈
=一
中
〉
永
井
敏
子
、
北
島
三
加

子
、
渡
辺
宰

〈
田
中
〉
小
松
有
希
、
翠
川
裕
美
、

保
坂
利
美

〈
五
中
〉

吉
見
そ
の
み
、
松
本
昌

武
、
柳
沢
友
美

〈
塩
田
中
〉
小
出
孝
、
安
藤
佳

子
、
荒
井
美
奈

〈
川
西
中
〉
柳
沢
和
彦
、
渡
辺
由

美
、
林
万
里
子

問
い
合
わ
せ
:・
収
税
課
収
税
係
(
雪

⑫
4
1
0
0
内
線
2
4
3
)

年T回は健康診断の受診を

じ〉診査内容・・・医師の診察、血液・尿検査、 血圧

など一般健康診査

じ〉受診場所…市内の全病(医)院

(診療時間内にお出かけ ください)

[>受診料・・・無料、ただし精密診査は1，000円

[>問い合わせ…保健予防課(包⑫4100内線288)

-戸

年q回は子宮(頭)がん模診を

30歳を過ぎたら、症状がなくても年 1回は子

宮(頚)がん検診を受けましょう。

じ〉検診場所・・・市内の産婦人科医院

(診療時間内に)

じ〉受診料・・・1，000円 (70歳以上の方は無料)

[>問い合わせ…保健予防課(包⑫4100内線289)
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守って住みよL、街に
建築指導課

包⑫4100内線364・352

皆
さ
ん
、
建
築
基
準
法
を
ご
存
じ

で
す
か
?
こ
の
法
律
は
、
建
築
物
の

敷
地
、
構
造
、
設
備
そ
し
て
使
い
み

ち
に
関
し
て
最
低
の
基
準
を
定
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
基
準
を
守
る
と

い
う
こ
と
が
、
わ
た
し
た
ち
の
生
命

や
健
康
、
財
産
を
守
る
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
住
宅
な
ど
を
建
て
る
に
あ
た

り
、
建
築
基
準
法
以
外
の
法
律
に
よ
っ

て
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ル
ー
ル

も
あ
り
ま
す
。
快
適
な
住
環
境
を
つ

く
る
た
め
、
建
築
の
際
に
注
意
し
て

い
た
だ
く
事
項
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

川
川
町
以
内
で
も

建
築
確
認
が
必
要
で
す

|

|
4

防
火
・
準
点
地
域

上
田
市
は
、
全
域
が
都
市
計
画
区

域
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
原
則
と

し
て
建
築
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
家

を
建
て
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
防
火
・
準
防
火
地
域
に
つ
い
て

は
、
新
築
や
増
改
築
な
ど
に
か
か
わ

ら
ず
、
ど
ん
な
に
小
さ
い
も
の
で
も

建
築
確
認
が
必
要
で
す
。

そ
れ
以
外
の
地
域
に
つ
い
て
は
、

新
築
の
場
合
は
す
べ
て
必
要
と
な
り
、

増
改
築
な
ど
の
場
合
に
は
、
そ
の
床
面

積
が

ωω
以
内
で
あ
れ
ば
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

悠
W

同
調
地
問
問
柚
喝

mw
一
附
を
受
け
ま
す

し
か
し
、
建
築
確
認
が
必
要
な
い

場
合
で
も
、
建
築
基
準
法
の
規
定
は

面
積
の
大
小
に
関
係
な
く
適
用
さ
れ

ま
す
の
で
、
増
改
築
な
ど
に
よ
っ
て

建
ぺ
い
率
や
容
積
率
が
オ
ー
バ
ー
し

て
し
ま
う
と
か
、
高
さ
制
限
(
道
路

斜
線
・
北
側
斜
線
な
ど
)
を
超
え
て

し
ま
う
と
い
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

建
築
確
認
を
受
け
る
前
に
着
工
し

た
り
、
確
認
の
内
容
と
異
な
る
施
工

を
し
ま
す
と
違
反
建
築
と
な
り
ま
す

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

確
認
済
み
表
示
板
の

掲
示
を
忘
れ
ず
に
/

建
築
工
事
現
場
に
は
、
建
築
確
認

の
確
認
済
み
で
あ
る
こ
と
の
表
示
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
表
示
板
は
、
確
認
を
受
け

た
適
法
な
建
築
物
の
工
事
で
あ
る
こ

と
の
証
明
に
な
り
ま
す
の
で
、
見
や

基
準
に
適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
の

判
断
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
建
築
に

と
も
な
っ
て
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
権

す
い
場
所
に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
工
事
中
は
地
盤
の
崩
落
、

建
築
物
の
倒
壊
、
落
下
物
の
発
生
な

ど
に
よ
る
危
害
防
止
(
安
全
対
策
)

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

建築確認を受けてから

敷
地
の
整
地
や
資
材
の
搬
出
入
、

建
物
の
取
り
壊
し
な
ど
を
す
る
場
合

に
は
、
河
川
(
堤
、
石
積
み
)
、
道
路

(
路
肩
、
舗
装
)
、
側
溝
、
埋
設
物
(
ガ

ス
管
・
水
道
管
)
な
ど
を
破
損
き
せ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
最
近
で
は
キ
ャ
タ
ピ
ラ
車

や
ク
レ
ー
ン
車
な
ど
を
使
用
す
る
場

合
が
あ
り
、
道
路
な
ど
を
痛
め
る
ケ

ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
古

タ
イ
ヤ
や
板
な
ど
を
用
い
て
、
道
路

な
ど
公
共
物
の
保
護
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

ん

道
路
の
狭
い
所
に
建
築
物
が
建
ち

並
ん
だ
り
し
ま
す
と
、
通
行
に
不
便

の
ほ
か
、
災
害
な
ど
非
常
時
に
は
避

難
や
消
防
活
動
に
大
き
な
支
障
を
も

た
ら
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
建
築
基
準

法
で
は
建
築
物
の
敷
地
は
、
幅
四
メ

ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に
二
メ
ー
ト
ル

以
上
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
律
が
施
行
さ
れ
る
以
前

か
ら
既
存
の
建
物
が
建
ち
並
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
は
、
道
路
の
幅
が

一
・

八
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
場
合
に
限
っ

て
、
そ
の
道
路
の
中
心
か
ら
二
メ
ー

ト
ル
後
退
(
片
側
が
、
が
け
地
、
川
、

線
路
敷
な
ど
に
沿
っ
て
い
る
道
路
の

場
合
に
は
一
方
的
に
四
メ
ー
ト
ル
後

退
)
す
れ
ば
、
建
築
で
き
る
よ
う
に

救
済
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を

「道
路
後
退
」
と
い
っ
て
、
た

と
え
そ
れ
が
個
人
の
所
有
地
だ
と
し

て
も
法
律
的
に
道
路
と
み
な
さ
れ
、

こ
の
後
退
線
内
に
は
家
(
軒
先
も
)

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
門
や
塀
、
土

留
め
な
ど
い
っ
さ
い
の
建
築
、
築
造

行
為
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
お
互
い
に
、
「
後
退
線
内
は
道

路
」
だ
と
い
う
認
識
を
深
め
て
、
居

住
環
境
を
よ
く
す
る
た
め
に
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。
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建築基準法による確認済
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2宣術者氏名

ヱ氏司JKヱ者名

ヱ1If鍾$樹現氏場名

悠
W
凪
潤
車
問
問
仙
地
爪
川
W

一
附
を
受
け
ま
す

市
で
は
、
こ
の
後
退
部
分
の
用
地

を
市
へ
寄
附
さ
れ
る
場
合
に
は
、
市

の
負
担
で
分
筆
登
記
や
所
有
権
移
転

登
記
を
し
ま
す
。
今
ま
で
寄
附
さ
れ

る
意
志
が
あ
り
な
が
ら
、
「
登
記
が
面

倒
だ
」
と
か
「
費
用
が
か
か
り
す
ぎ

る
」
と
い
う
こ
と
で
放
置
さ
れ
て
い

た
方
も
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
寄
附
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
建

設
部
管
理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

建
築
計
画
は

近
隣
と
の
関
係
を
考
え
て
/

確認済み表示板は見やすい場所に

せ
っ
か
く
苦
労
し
て
新
し
い
家
を

建
て
て
も
、
隣
り
か
ら
「
日
当
た
り

が
悪
く
な
っ
た
」
と
か
「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
だ
」
な
ど
の
苦
情
が
持

ち
込
ま
れ
た
の
で
は
、
う
れ
し
さ
も

半
減
す
る
ど
こ
ろ
か
深
刻
な
対
立
問

題
に
も
発
展
し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の

よ
う
な
相
隣
関
係
は
、
民
事
的
な
問

題
と
し
て
、
ど
う
し
て
も
当
時
者
ど

う
し
で
解
決
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

建
築
確
認
は
、
建
築
物
な
ど
の
敷

地
や
構
造
な
ど
に
つ
い
て
技
術
的
な

た
適
法
な
建
築
物
の
工
事
で
あ
る
こ

と
の
証
明
に
な
り
ま
す
の
で
、
見
や

株
会
世
平
に
宮
旭

A
口
1レ
テ
t

、
ぃ
，Aw
h
か
V
FT
7
h
M
mw

判
断
を
一
示
す
も
の
で
あ
り
、
建
築
に

と
も
な
っ
て
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
権

利
を
認
め
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん。

ま
た
、
敷
地
・
建
物
の
所
有
権
の
存

否
や
相
隣
関
係
に
関
す
る
判
断
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
・
:
」
と
い

う
考
え
方
が
、
結
局
は
自
分
に
と
っ

て
も
悪
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
周
囲
へ
の
暖
か
い
思
い
や
り
を

忘
れ
ず
に
建
築
計
画
の
段
階
か
ら
慎

重
に
検
討
し
て
、
ト
ラ
ブ
ル
を
夫
然

に
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
は
次
の
世
伶
巴
残
す

社
会
的
財
産
で
す

い
ま
住
宅
は
、
質
が
問
わ
れ
る
時

代
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も

住
環
境
を
含
め
て
評
価
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
完
成
時
の
美

し
さ
の
み
を
追
求
し
た
り
、
部
屋
の

使
い
方
を
固
定
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
く
、
年
を
経
る
と
と
も
に
生
長
し
、

美
し
き
を
増
し
て
い
く
よ
う
な
家
づ

く
り
が
理
想
的
で
す
。

将
来
の
家
族
構
成
の
変
化
や
維
持

管
理
、
生
活
の
リ
ズ
ム
に
マ
ッ
チ
し

た
機
能
性
、
近
隣
と
の
関
係
な
ど
を

充
分
に
考
え
て
計
画
し
た
い
も
の
で

す。

た 難
らや
し消
ま防
す活
。動

そに
こ 大
でき手

な者
建支配
築障』
基を l
準も通

(上田市の防火地域と準防火地域〉

|防火地域 IlW///daA I 
|準防火地域 1::二二二二::1

ニれは概略図ですので詳しくは建築指導課へ



き三塑細原
一 上国交通別所線を昭和 3年から58年間走り続け

た、丸窓電車かが9月30日限りで引退しました。

9月28日から30日までの 4日間は、最後のサービ

スとして丸窓電車が二両連結の重連運行をしたた

人
生
ω

何
年
時
代
ヘ

県と上田市主催による「高齢化社

会を共に考える県民の集いJ(東信地

区集会)が9月25日、上田市文化会

館で聞かれま した。これは世代聞の

連帯の輪を広げ、活力ある地域づく

りを進めよう と行われたものです。

-第 968号968号、

め(=写真)、県内外から大勢の鉄道ファンが詰め

かけ、最後の姿をカメラにおさめていました。

4野倉に民族資料館

10月 6日、「野倉民族資料館」がオープン

しました。館内には、数年前に亡くなられ

た山極利夫さんから寄贈された民族資料約

800点が展示されています。この日は、永野

市長も訪れテープカットを行いました。

み
ん
な
の
願
い

交
通
安
全

======一一一一一一一一一一一=====一一一一=====一==一=====一

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

第

3
悠
生
寮
の

職
員
を
募
集

り
ん
ど
う
信
濃
会

2
0
2
6
3
⑮
4
7
2
8
 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
ど
う
信
濃
会

で
は
、
来
年
四
月
、
上
田
市
大
字
諏

訪
形
に
開
設
さ
れ
る
第
3
悠
生
寮
と
、

穂
高
町
に
あ
る
穂
高
悠
生
寮
の
職
員

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

〈
職
種
と
人
員
〉

・
第
3
悠
生
寮
(
上
田
市

)
l
マ一

般
事
務
(
書
記
)
・
女
一
名
マ
栄
養

士
・
女

一
名
マ
看
護
婦
・
女

一
名

マ
生
活
指
導
員
・
男
五
名
・
女
七

名
マ
調
理
員
・
男
女
四
名

・
穂
高
悠
生
寮
(
穂
高
町

)
l生
活

指
導
員
・
男
三
名
・
女
二
名

〈
試
験
日
・
科
目
〉

マ
試
験
日

1
十
一
月
二
十
七
日
側
・

午
前
十
時
l
午
後
二
時
(
午
前
九
時

三
十
分
受
付
)
マ
場
所

l
上
田
市
文

化
セ

ン
タ
ー
マ
科
目

1
適
性
試
験
、

一
般
教
養
、
作
文
(
高
校
卒
程
度
)

〈
応
募
方
法
〉

十

一
月
五
日
(
同
日
消
印
有
効
)

ま
で
に
、
履
歴
書
一
通
(
顔
写
真
貼

付
、
左
上
欄
外
に
希
望
職
種
と
勤
務

施
設
名
を
記
入
)
を
「
〒
測

l
m

南
安
曇
郡
穂
高
町
大
字
牧
穂
高
悠

生
寮
内
社
会
福
祉
法
人
り
ん
ど
う

信
濃
会
職
員
採
用
委
員
会
」
へ
送
付
。

〈
そ
の
他
〉

資
格
要
件
な
ど
を
知
り
た
い
方
は
、

職
員
採
用
試
験
要
領
を
右
記
へ
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
(
六
十
円
切
手
を
貼

っ
た
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
こ
と
)

信
州
版
画
展
を
開
催

と

き

:

・
十
一
月
六
日
同
か
ら
九
日

同
ま
で
・
時
間
は
午
前
九
時
か
ら

午
後
五
時
(
た
だ
し
最
終
日
は
午

後
四
時
ま
で
)

と
ニ
ろ
・
:
総
合
展
示
館
(
上
田
公
園

内
)

入
場
料
・
・
・
無
料

粉
せ
っ
け
ん
の
使
用
を

市
で
は
、
十
月
二
十

一
日

ωか
ら

十

一
月
二
十
日
附
ま
で
「
粉
せ

っ
け

ん
普
及
推
進
月
間
」
と
定
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
。
き
れ
い
で
お
い
し
い
水
、

美
し
い
河
川
。
を
守
る
た
め
に
、
自

然
の
原
料
か
ら
で
き
て
い
て
、
昔
か

ら
使
わ
れ
て
い
る
粉
せ
っ
け
ん
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
使

っ
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

時
三
十
分
ゾ

と
ニ
ろ
・
-
長
野
大
学

Ford密
輸
が
烹

テ
l
マ
:
・
「
現
代
の
青
少
年
の
心
を
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近年は自転車、バイクを利用する人が増え、上田駅周辺

には多数の自転車などが無秩序に放置さ れ、社会問題とな

っています。

自転車の路上放置は、交通渋滞を引き起こすばかりでな

く、歩行者や障害者などの安全な通行を妨げたり、緊急車

の通行にも支障をきたしています。

10月か ら11月まで全国一斉に「駅前放置自転車クリーン

キャンペー ン」が実施されています。上田市 も、このキャ

ンペーンに参加して、期間中は放置自転車の一掃を図りま

すので、市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

この 1台 1台ぐらいが道ふさぎ

え

放置自転車

10月"-'11月・クリーンキャンベーン実施中

一ー(9)一一一一IIr4和61年10月16日 広報う

やめよう

1
0
J
n
w
わ
ゆ
爪
り
断
刷
m

い

交
通
安
全

上
田
交
通
安
全
協
会
な
ど
主
催
の

「交
通
安
全
上
田
地
区
大
会
」
が
九

月
二
十
三
日
、
上
田
文
化
セ
ン
タ
ー

で
約
六
百
人
が
参
加
し
て
聞
か
れ
ま

し
た
。
大
会
に
先
立
ち
、
県
警
音
楽

隊
の
先
導
で
大
会
参
加
者
全
員
が
目

抜
き
通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
て
、
「
交
通

安
全
」
を
呼
び
か
け
ま
し
た

(
H
H
写

真
)。

テ
ー
マ
は

「
青
少
年
の
心
を
語
る
」

長
野
大
学
宮
⑩
2
3
5
0

長
野
大
学
で
は
、
次
の
と
お
り
創

立
二
十
周
年
記
念
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。
大
勢
の

皆
さ
ん
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
:
・
十

一
月
三
日
側
・

午
後

一

時
l
同
四
時
三
十
分
(
開
場
十
二

ご存じですか

検察審査会

あなたも選ばれることが
あります

刑事事件では、裁判所は検察官が起訴した事件について

だけ裁判をすることができるのが原則です。しかし、検察

官が誤った判断で不起訴になった場合、社会の公平は保た

れません。こんなときに、そんな誤りをチェックする機関

として設置されたのが「検察審査会」です。

で11名を選出「くじ」

検察審査会は、 11名の審査員で組織されています。この

審査員の選び方は、まず選挙人名簿をもとに、「くじ」で審

査員の候補者を選びます (62年度の上田市の割り当ては170
名)。さらに、その候補者の中から審査会事務局で、「くじ」

によって日名の検察審査員を選出します。任期は6か月です。

-選挙人名簿から

ら
使
わ
れ
て
い
る
粉
せ

っ
け
ん
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

時
吋

ゴ
J
L
T
A
N
H
V

と
ニ
ろ
目
・
長
野
大
学

-
O
J
番
教
室

テ
ー
マ

・・

「
現
代
の
青
少
年
の
心
を

語
る」

パ
ネ
ラ
l
:
・
小
此
木
啓
吾
(
慶
応
義

塾
大
学
医
学
部
助
教
授
)
、
小
宮
山

一
衛
(
信
濃
毎
日
新
聞
論
説
主
幹
)
、

松
本
文
男
(
長
野
大
学
助
教
授
)
。

司
会
は
大
十
数
泰
(
長
野
大
学
助

教
授
)
。

そ
の
他
・
:
入
場
無
料
、
保
育
室
を
設

け
ま
す
。

-選出されたらご協力を

検察審査候補者に選ばれた皆さんには、「候補者に選出さ

れた旨」の通知書が届きますので、その手続きにご協力を

お願いします。さらに、検察審査員は、 一般市民から「くじ」

で選ばれることからもわかるように、法律などは知らなく

とも、あなた自身の判断でできる仕事ですので選ばれまし

たら進んで会議に出席されるようお願いします。

不起訴にも光る正しい審査の目

c>長野地方裁判所上田支部内上田検察審査会事務局

包⑫0003



痴
ほ
う
性
老
人

介
護
者
慰
労
金

支
給
は
ロ
月
で
す

社
会
楳

包
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
7

市
で
は
、
昭
和
六
十

一
年
度
か
ら

痴
ほ
う
性
老
人
を
家
庭
で
ふ
だ
ん
介

護
し
て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の
労
苦

を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
痴
ほ
う
性
老
人

介
護
者
慰
労
金
の
支
給
要
綱
を
定
め

ま
し
た
。
お
も
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

-
受
給
対
象
者

上
田
市
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
六

十
五
歳
以
上
の
痴
ほ
う
性
老
人
と
同

居
し
、
継
続
し
て
六
か
月
以
上
介
護

lν
イ
L

い
zu'Aハ
円
ド
事
ん
位
和
実
C
拘
い
章
。
寸
7

。

-
慰
労
金
額

t: IIrHu61年10JJ1611- 一一(10)-

お知らせ

え広報う-第 968号-第 968号、

市
営
住
宅

千
曲
町
団
地
の

すに
。よ生

り言十
別中
表心
の者
との

「第l固塩田綱引大会」ガ10月5日、自然運
お前 i
り年;動公園の総合体育館で極団地区の15自治会
支の jから35チームガ参加して、行われましだ。種
主合戸斤!目は、小学生男 ・女と一般男・女、壮年の5種
さ 4尋 i自で、競妓ガ始まると「ヨイショ、ヨイシヨJ

れ税 の掛け声ガ館内に響きわたりましだ。
ま額

-
手
続
き

痴ほう性老人介護者慰労金の金額

世 帯 区 分 金 額

所得税非課税 介護者が65歳以上の人または

世帯および生 心身障害者で市長が特別に認 年額6万円

活保護法によ めた場合

る被保護世帯 介護者が上記以外の人の場合 年額 5万円

所税得草担世帯

所得税額 3万円未満 年額4万円

所得税額 3万円以上 10万円未満 年額 3万円

所得税額 10万円以上 年額2万円

お
受
け
く
だ
さ
い

慰
労
金
受
給
資
格
認
定
申
請
書
を

社
会
課
に
提
出
し
、
慰
労
金
の
受
給

資
格
に
つ
い
て
認
定
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

-
支
給
時
期

十

一
月

一
日
を
認
定
基
準
日
と
し

十
二
月
に
支
給
し
ま
す
。

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定マ
世田ン

議ど
麦乙
喜Z
閲 ふ
催ノ

腕 機弘司

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

長
野
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

で
は
、
「
第
十
固
定
期
演
奏
会
」
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
上
田
市
勤

労
青
少
年
ホ

l
ム
の
マ
ン
ド
リ
ン
ク

ラ
ブ
(
長
野
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
上
田
支
部
)
も
参
加
し
ま
す
の

で
、
大
勢
の
皆
き
ん
ご
来
場
く
だ
さ

と
き
・
:
十

一
月
二
日
制
・
午
後
五

時
三
十
分
閉
演

と
ニ
ろ
:・
上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー

曲

目

:
マ
第
一

部

ク

ラ

シ
ッ
ク・

オ
リ
ジ
ナ
ル
(
モ
グ
レ
ッ
卜
序
曲
)

マ
第
二
部

日

本

の

こ

こ
ろ
(
里

の
秋
ほ
か
)

マ
第
三
部
音
楽
物

語
(
人
魚
)

入
場
料
・目・
五
百
円

了
し
た
人
②
昨
年
度
以
前
に
実
施

し
た
二
種
混
合
の
一

期
を
終
了
し

た
人
③
三
種
混
合
を
一
期
と
し
て

明
る
い
選
挙
の

る
も
の

応
募
方
法
・・
・
郵
便
は
が
き
に
標
語
(
何

点
で
も
可
)
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
を
明
記
し
て
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
(
応
募
作
品
は
お
返
し
し
ま
せ

ん
)

送
付
先
・
:
干
揃
市
内
大
手
1
1
日

l
M

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

締
切
日
・
:
十

一
月
十
日
側

入
選
作
品
・
・・
入
選
者
全
員
に
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。

な
お
、
応
募
作
品
の
版
権
は
主
催

者
側
に
属
し
、
入
選
作
品
に
つ
い
て

は
、
明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め
積
極

的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

す

ら

.
0

ま

た
い
れ
ね

し

帥

か

ま
ヨ
い

り

二

負

あ
U
U

を

一
が
背
任

一物

品

貴

一
寸
へ
司
比

一し

υ
て

-

キ

品

目

U

、

E
'
b
q
d
au-

-
て
線
つ

一
つ
内
に

一ず

ω
ど

一
ゆ
叫
な
い

一

③

ル

き

一
物
自
ブ
だ

一
口問

(
ラ

く

一
い

課

ト

承

一た

境

の

了

り

環

後

ご

ず

活

介

で

ゆ

生

紹

の

h

V

A

μ

 

標
語
を
募
集
し
ま
す
側

上
田
市
選
挙
管
理
委
員
会

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
5
7
1

上
田
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

政
治
・
選
挙
に
対
す
る
意
識
を
高

め
、
常
に
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
が

行
わ
れ
る
た
め
に
、
次
の
要
領
で
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
〈
明
る
い
選
挙
啓

発
標
語
〉
を
募
集
し
ま
す
。

内

容

:

・明
る
い
選
挙
推
進
に
関
す

(10月7日現在)

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

ゆりかご 5，000円 自動車用子供いす

ヘッドホンステ レオ 15，000円 子供用 2段ベット

ウインドファン 3，000円 電動ミシン

ベビー用木製ベッ ト 2，000円 電気掃除機

都市ガス用カ'スレン ジ 5，000円 ジューサーミキサー

洋服ダンス 10，000円 フードフ。ロセッサー

磁気入り健康ふとん 15，000円 婦人用自転車

野球スノfイク 27cm 2，000円 ダブルベット

和文タイプ 3，000円 シングルベット

電子ジャー(1升炊) 5，000円 物千台

ぺビーラック 2，000円 ミソ作り用具一式(一般家庭用)

ミニバイク 5，000円 剣道防具一式(中学生用)

パイク 5，000円 カメラ

一 木製事務机
。じゅうぶんに活用て、きる不用品は 食卓セット

-旬副司
Eんなものでも登録し;ましょう

不用品登録情報(主なもの)



民
し
‘
継
続
し
て
六
か
月
以
上
介
護

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

-
慰
労
金
額

管
理
隈
住
宅
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

3
4
5

有
線
②
0
7
3
1

市
営
住
宅
千
曲
町
団
地
の
入
居
者

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
団
地
:
・
千
曲
町
(
昭
和
六
十

一

年
度
建
設
分
)

募
集
戸
数
:
・
十
五
戸
(
一
種
住
宅
八

戸
、
二
種
住
宅
七
戸
)

家
賃
:
・

一
種
住
宅

(
三
D
K
)
三

万
千
円
、
二
種
住
宅
(
三
D
K
)

二
万
五
千
五
百
円
、
二
種
住
宅
(
二

D
K
)
二
万
五
百
円

入
居
資
格
・
:
市
内
に
居
住
し
、
ま
た

は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人
で
、
次

の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

人
。
①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
(
婚
約
者

を
含
む
)
が
あ
る
こ
と
②
収
入
が

公
営
住
宅
入
居
基
準
(
十
六
万
二

千
円
以
下
)
に
該
当
す
る
人
③
現

に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
人

申
込
期
間
・
:
十
月
二
十
日
聞
か
ら
同

二
十
八
日

ωま
で

申
込
先
・
・
・
管
理
課
住
宅
係

t: え一 (11)-一昭和61年10月16日 広報う

芝雇蓮苔

予

防

接

種

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

二
種
混
合

(
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷

風
)
予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

マ一

期
l
①
五
十
九
年
六
月
三
十
日

以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
き
ん
で
百

日
ぜ
き
に
か
か
っ
た
人
②
四
歳
以

上
の
子
供
き
ん
で
三
種
混
合
の
一

期
を
受
け
て
い
な
い
人
(
た
だ
し
、

①
②
と
も
満
六
歳
未
満
の
人
)

マ
二
期

l
①
六
十
年
九
月
と
十
月
に

実
施
し
た
二
種
混
合
の
一
期
を
終

61年度ニ種混合予防接種目程表

iヱLミ 場 名 実施日 対象地区

(1回目)

上田市保健センター 10月30日嗣

市内全区
(市役所南庁舎2階) (2回目)

11月25日ω
※受付時聞は午後 1時30分から 2時

30分まで。

7
ー
し
た
i
八
品
川
市
昨
叶
年
?
序
民

n
H
A別
に
宮
六
倍
施

し
た
こ
種
混
合
の
一
期
を
終
了
し

た
人
③
三
種
混
合
を
一
期
と
し
て

二
回
以
上
接
種
し
た
子
供
き
ん
で

二
期
が
済
ま
な
い
う
ち
に
五
歳
六

か
月
に
達
し
て
し
ま
っ
た
人
(
た

だ
し
、
①
②
③
と
も
満
七
歳
六
か

月
ま
で
の
人
)

〈
接
種
内
容
v

マ一

期
H
H
三
週
間
か
ら
八
週
間
の
間

隔
で
二
回
接
種

マ
二
期

l
一
期
終
了
後
、
十
二
か
月

か
ら
十
八
か
月
以
内
に
一
回
接
種

〈
持
ち
物
v

母
子
健
康
子
帳
、
問
診
票
(
赤
ち

ゃ
ん
手
帳
に
綴
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
手
帳
が
な
い
方
の
た
め
、

会
場
に
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
)

〈
受
け
ら
れ
な
い
子
供
さ
ん
〉

①
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著

し
い
栄
養
障
害
が
あ
る
人
②
心
臓
血

管
系
、
腎
臓
・
肝
臓
疾
患
が
急
性
期
、

増
悪
期
ま
た
は
活
動
期
に
あ
る
人
③

接
種
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す
こ

と
が
明
ら
か
な
人
④
接
種
前
一
年
以

内
に
け
い
れ
ん
の
症
状
が
あ
っ
た
人

⑤
一
か
月
以
内
に
小
児
マ
ヒ
、
麻
し

ん
(
は
し
か
)
、
風
し
ん
、

B
C
G
の

い
ず
れ
か
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人

⑥
医
師
が
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
た
人

包謹亙密彊E・11月の乳幼児健康診査
o受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

o母子健康手帳とパスタオル (4・10か月児)をお持ちくだ

きい。また、 1歳6か月児と 3歳児は赤ちゃん手帳の中

にある健康診査票を記入してお持ちください。

ゆりか

ヘッド

ウィン

ベビー
都市ガ

洋服ダ

磁気入

野球ス

和文タ

電子ジ

ベビー

バイク

第3期

第4期

納期限は10月31日(針です。

市県民税

国民健康保険税t二~ t劫 健診 完施日 主J 象 ~IG 

4かJJ~G 
11月4日 61年6月16日-6月30日生

11月18日 61年7月1日-7月15日生

10かJJ ~ι 
11月6日 60年12月16日-12月31日生

1--削刊i保健センター 11月21日 61年1月1日-1月15日生
(市役所市庁舎 2階)

l歳6かJJ児
11月5日 60年4月16日-4月30日生

11月19日 60年5月1日-5月15日生

3歳児
11月7日 58年10月1日-10月15日生

11月26日 58年10月16日ー10月31日生

塩町母イー健康センター
4かJJ児

11月11日
61年6月16日-7月15日生

10かJJ'A己 6昨12月16日-61年1月15日生(塩111地I~J
1歳6か月児 11月25日 60年3月16日-5月15日生

4かJJ児 61年6月16日ー7月15日生

川西社会福祉センター 10かJJ~G 11月12日 6伴12月16日-61年1月15日生
(川西地I;>() l議6かJJ~G 60年4月16日-5月15日生

3歳児 11月28日 58年6月1日-11月30日生

※駐車場が子狭のため、なるべく市での-*斤はご遠慮くださ L、。



募
集
内
容
:
・
機
械
科
三
十
名
・
自
動

車
整
備
科
三
十
名
・
電
算
事
務
科

二
十
名

・
電
子
計
算
機
科
三
十
名

応
募
資
格
・
・
・
高
校
卒
業
者
ま
た
は
同

開

き

ま

す

…

等

以

上

と

認

め

ら

れ

る

方

で

性

別

は
問
い
ま
せ
ん
。

I
l
l
1
1
1』
1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
t
--

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

一

試
験
日
・
:
マ
十

一
月
二
十
七
日
同
(
学

|
直
陶

同

川

川

川

同

閣

同

同

同

|

一

科

と

適

性

検

査

)

マ

十

一

月

一

一

り

生

活

講

座

を

聞

き

ま

す

。

受

講

料

高

齢

者

福

祉

セ

ン

タ

ー

で

は

、

第

十

八

日

幽

(

面

接

)

は

無

料

で

す

(

パ

ン

フ

ラ

ワ

ー

の

み

九

回

高

齢

者

文

化

祭

を

次

の

と

お

り

鱗

申

し

込

み

新

学

卒

者

は

入

校

願

、

材

料

費

五

百

円

)

。

開

催

し

ま

す

。

高

齢

者

の

皆

さ

ん

が

鰍

調

査

書

(

進

学

用

)

、

新

学

卒

者

以

対

象

者

市

内

に

お

住

ま

い

の

婦

人

、

日

頃

努

力

さ

れ

製

作

し

た

作

品

や

ク

鰍

外

は

入

校

願

、

最

終

学

校

卒

業

証

市

内

の

事

業

所

に

お

勤

め

の

婦

人

ラ

ブ

活

動

の

成

果

を

発

表

し

ま

す

。

繍

明

書

、

身

上

書

、

健

康

診

断

書

を

申
込
方
法
:
働
く
婦
人
の
家
へ
電
話

と

き

:

十

一
月
八
日
出
、
九
日
岡
山
田
川
崎
洋
同
情
直
陶
川
同
川
川
喝
添
え
て
上
田
技
術
専
門
校
へ
。

な

ど

で

お

申

し

込

み

く

だ

さ

い

。

午

前

十

時

よ

り

午

後

三
時
ま
で
上
田
技
術
専
門
校
で
は
、
来
年
四
受
付
期
間
:
・
十
一
月
一
日
出
か
ら
十

(

定

員

に

な

り

次

第

締

め

切

り

ま

と

こ

ろ

・

:

上

田

市

高

齢

者

福

祉

セ

ン

月

か

ら

の

訓

練

生

を

募

集

し

ま

す

。

一

月

一

七

日

側

島電
2
量
曹
弘
警
も
譲
宅
建
語
、
起
警
孟
齢
、
基
蕊
曹
、
譲
宅
、
宅
、
主
総
事
蚤
等
、
島
建
JS
ミ
£
遺
書
益
事
主
審
2
轟
曹
、
込
謹
ミ
弘
幸
、
建
議
、
£
警
孟
ミ
君
主
譲
、
正
警
島
建
一
革
審
P
S
警
轟
ぎ
轟
竜
益
事
込
護
主
、
警
孟
警
義
、
、
弘
翠
3ssミ
零
ra譲
さ
ミ
正
警
暴
言
韓
宮
正
建
一
JS
警
孟
建
ど
器
、
ど
襲
警
暴
言
警
益
事
矛
義
軍
弘
警
J
襲
警
匙
竜
J
轟
警
轟
宅
五
醤
主
義
重
き
書
、
正
軍
曹

衛

生

施

設

組

合

所

長

)

児

玉

庸

夫

隆

男

マ

公

園

管

理

事

務

所

所

長

補

長

(

計

量

係

長

)

間

宮

美

予

乃

署

長

(

中

央

消

防

署

副

署

長

)

宮

マ
都
市
計
画
課
長
(
国
道
バ
イ
パ
ス
佐
兼
整
備
係
長
(
公
園
管
理
事
務
所
マ
家
屋
評
価
係
長
(
総
務
課
主
査
)
下
正
マ
川
西
分
署
長
(
総
務
係

課

長

)

大

井

戸

荘

平

マ

塩

田

支

長

)

上

原

幸

二

大
井
正
行
マ
と
き
わ
保
育
園
長
(
ふ
長
)
宮
下
正

一

所
長
(
商
工
部
付
)
緑
川
雄
三

・

係

長

級

た

ば

保

育

園

主
任
保
母
)

荒

川

と

・

課

長

補

佐

級

マ
総
務
部
付
(
国
民
健
康
保
険
係
長
)
マ
収
税
課
管
理
係
長
(
西
塩
田
事
業
く
代
マ
工
事
係
長
(
土
木
課
主
査
)
マ
中
央
消
防
署
副
署
長
兼
庶
務
係
長

中
沢
宮
彦
マ
公
園
管
理
事
務
所
長
所
長
)
中
村
宗
作
マ
公
害
係
長
水
沢
宏
マ
都
市
開
発
係
長
(
都
市
計
(
南
部
消
防
署
副
署
長
)
合
葉
昭

(
家
屋
評
価
係
長
)
鈴
木
誠

一

(
勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
館
長

)

竹

画

課

主

査

)

池

内

孝

一

マ

普

及

二

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
課
長

(
土
木
第

一

内
秀
雄
マ
西
塩
田
事
業
所
長
(
川
係
長
(
財
政
課
主
査
)
武
舎
芳
博
・
係
長
紐

係

長

)

塩

之

入

真

マ

上

野

が

丘

西

事

業

所

長

)

中

村

寿

雄

マ

企

マ

下

水

浄

化
セ
ン
タ
ー
所
長
(
下
水

マ
総
務
係
長
(
指
導
係
長
)
北
沢

公

民

館

長

(

管

理

課

庶

務

係

長

)

業

立

地

係

長

(

普

及

係

長

)

小

林

道

課

主

査

)

上

原

健

一

伴
康
マ
南
部
消
防
署
庶
務
係
長
(
中

田

玉

清

マ

上

小

衛

生

施

設

組

合

繁

マ

勤

労

青

少

年

ホ

l
ム

館

長

(

庶

消

防

本

部

〈

十

月

一

日

付

)

央

消

防

署

東

北

分

署

長

)

青

木

所

長

(

調

査

係

長

)

古

畑

豊

務

用

地

係

長

)

笠

原

唯

男

マ

管

・

課

長

級

崇

マ

指

導

係

長

(

予

防

課

主

任

)

・

課

長

補

佐

級

理

課

庶

務

係

長

(

収

税

課

管

理

係

長

)

マ

中

央

消

防

署

長

(

予

防

課

長

)

中

村

牧

雄

マ

中

央

消

防

署

東

北

分

マ
国
保
年
金
課
課
長
補
佐
兼
国
民
健
田
口
邦
勝
マ
土
木
第
一
係
長
(
工
本
堂
米
治
マ
予
防
課
長
(
川
西
分
署
長
(
南
部
消
防
署
主
任
)
成
問

康
保
険
係
長
《
公
害
係
長
V

生

島

事

係

長

)

山

辺

保

男

マ

調

査

保

署

長

)

若

林

菊

雄

マ

南

部

消

防

則

之

だ n{{刷161{ド10JJ16H-ーーー(12)-

生
活
講
座
を

開

き

ま

す

働
く
婦
人
の
家
宮
⑫
2
9
8
8

え広報う

市

職人

事 貝

十
月
一
日
付

・
部
長
級

マ
消
防
部
長
(
総
務
課
長
)
出
野
正

次-
課
長
紐

マ
総
務
課
長
(
都
市
計
画
課
長
)

宮
島
正
則
マ
業
務
課
長
(
資
産
税

課

長

)

青

柳

好

文

マ

資

産

税

課

長

(

社

会

課

長

)

手

塚

裕

マ

社
会
課
長
(
上
野
が
丘
公
民
館
長
)

g
f
粁
μ

諸
問
マ
古
巾
巳
は
戸
ム
エ
枯
陣
巨
衣
ハ
レ
ム
小
'

-第 968号

す
生活講座の内容・日程など

講座名
ノfンフラワー

ジャズ体操
ブローチイ乍り

時
10月25日出 11月1日出・ 8日仕)

日
午後1:30-3:30 午後6:00-8:00

疋，ム-
貝 20名 20名

講 師 清水のぶ子さん 酒井園子さん

審議

議

タ

高
齢
者
文
化
祭
を

訓
練
生
を

募
集
し
ま
す

!日

桝205

隆社 | 

十 30)

+ 5) 
十 25)

十 1) 
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